
朝日大学1<1:、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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入学生代表の田中里佳さん(保健医療学部)が「建学の精神」遵守を醤う

キャンパス内の桜が開花し新年度を迎えた4月2日(土)、本学穂積キャンパス10周年記念館

大ホールにおいて2016年度朝日大学入学式(春季)が厳粛に挙行されました。朝日大学と歯科

衛生士専門学校との合同入学式では、新入生から新たな気持ちを胸に入学の宣誓が行われました。

や朝日大学
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厳粛に入学式を挙行 国際色豊かな式典

入学式式典では、学部、大学院、留学生別科日本語研修課程、

歯科衛生士専門学校の入学生650名が、大友克之学長ならびに

藤田厚専門学校長からの「入学許可J宣言を受け、朝日大学での
新たなキャンパスライフをスタートしました。

今年は、県内関係機関より次の来賓の方々をお迎えしました。

瑞穂市市長

明海大学学長

メキシコ州立自治大学歯学部長

棚橋敏明様

安井利一様

フリオパシリオ
ロプレスナヴ77ロ先生大友学長から「本学の建学の精神に立脚し、これからの人生に

おいて自分自身が社会にどのように参画していくかをしっかりと考え、

日々研鎖を積み、強い自信と誇りを持って、この学ぴ舎で学んで、い

ただ、きたい。そして日本再生の原動力となっていただ、きたい。入学

生の皆さんこそが、朝日大学の未来であり、希望・夢なのです」との

告辞がありました。

岐阜県体育協会会長 岐阜県経営者協会会長

(株)トーカイ代表取締役社長
小野木孝二 様

岐阜県弁護士会会長 畑 良平様

岐阜県経済同友会専務理事 長縄 隆様

|理事長から祝辞 岐阜県歯科医師会副会長 小林 正典様

岐阜県歯科衛生士会会長 野々垣静子様

岐阜県立岐阜商業高等学校校長 林田 仁先生

岐阜県立各務原高等学校校長 杉原 整先生

続いて挨拶に立った宮田淳理事長からは「これからの学生生活

では、資格取得やスポーツ活動に取り組むこと、国家試験合格に向

けて勉学に励むなど、文武両道の精神でそれぞれの夢や目標の実

現に向け努力してください。朝日大学には、海外研修やインターン

シップ、ボランティアなど、皆さんがそれぞれ抱く夢を実現するための

プログラムが用意されています。朝日大学はそのような学生を教職

員一問、全力でサポートします」と新入生たちへ激励の言葉が述

べられました。

式典には本学の建学の精神を反映し、海外交流校であるメキシ

コ州立自治大学や米国タフツ大学から教師や学生が参列、スペイ

ン誇による祝辞が述べられ国際色豊かな式典となりました。

これに対し、入学生代表者の保健医療学部看護学科田中里

佳さん(岐阜県立岐山高等学校出身)からは、「建学の精神を遵

守し、学業成就に向けて努力します。Jと新たな気持ちを胸に、力強

い宣誓が行われました。

|ウ工ルカムパフォーマンス

満開の桜のもとで入学式

また、式典終了後には、一

転趣向を変えて在学生が「ウ

エルカムパフォーマンスjを披

露。公式戦用ユニフォームな

どに身を包んだ先輩たちから

熱いメッセージ、が送られ、場内

の興奮は頂点に達しました。

宮田理事長から激励の言葉が述べられる メキシコ州立自治大学のロプレス歯学部長からの祝辞 在学生によるウエルカムパフォーマンス

-・園調・量当・E討~.・・ ・・・R溜言語審l~_ .~-~I.l訴事;た吾語耐t・・ -・・."'~ョ・f;l~_

6月11日(土)・25日(土)・7月2日(土) 13:00-15:00 6月18日(土)-9月10日(土)

個別相談中心のショートプログラムです。キャンパス見学もできます。 13:30-16:00

圃圃臣酒量語-告団・・ ・・・・咽主雇樹園・・・ ・..~;ヨ控訴軍五百翻t・・

8月7日(日)・28日(日)・9月4日(日)・258(日)

各学部の内容がよく分かるプログラムです。

10:30-15:00 

・学部説明 ・模擬授業 ・入試・奨学金説明 ・個別相談
・実習体験 ・在校生との交流

ショー卜プログラムで、歯学部の内容や歯科の魅力
がよく分かります。

7月28日(木)-8月25日(木)
10:00-15:00 
模擬講義と実習体験で歯学部生の1日を体験でき
ます。

お問い合わせ/朝日大学入試広報室 フリーダイヤル0120・058・327 E-mail nyuusi@alice.asahi-u.ac.jp 



教育とスポーツで地域と連携

|特別支援教育で連携

朝日大学と岐阜市教育委員会(早川三根夫教育長)、各務原

市(浅野健司市長)、岡市教育委員会(加藤議志教育長)とが特

別支援教育の充実を図り、共生社会の実現に向けた人材育成に

寄与することを目的とした「連携協力に関する協定」をそれぞれ締

結しました。

今回の連携協定では、学生たちが特別支援学校や障がい者向

け福祉施設などの行事や諸活動に積極的に参画することで、学生

の人権感覚が養われると共に、共生社会の実現に寄与することが

期待されます。

大友克之学長は調印式で「障がい者への理解を責務と捉え、

単なるボラティアに止まることなく、カリキュラム(教育課程)としての

学びへと深めて行きたu、Jと今後の取り組みについて語りました。

皐川岐阜市教育長(右)と大友学長が協定書を調印

左から加藤各務原市教育長、浅野各務原市市長、大友学長

東京オリンピックに選手を

朝日大学と公益財団法人岐阜県体育協会(小野木孝三会長)

とが、スポーツの普及・振興のための包括連携協定を締結しました。

これまで両者は、それぞれスポーツの普及・振興に取り組んでき

ましたが、今回の協定締結により相乗効果が期待されます。

また、2020年東京オリンピックへ岐阜県ゆかりの選手の輩出を目

指し、競技力の向上や人的交流、スポーツ医科学のサポートなどで

相互協力がより一層進むこととなります。

小野木県体育協会会長(右)と大友学長が協定書を調印

ASAHI University News Letter 

第109回歯科医師国家試験
「第109回歯科医師国家試験Jの合格発表がありました。

本学歯学部の新卒者の合格率は59.7%(合格者46名/受験

者77名)で、私立歯科大学17校中第10位という厳しい結果でした。

第100回以降、合否判定が絶対評価から相対評価へと移行し、毎

年2，300~2，400名程度の合格者数で推移していましたが、昨年度

は合格者総数が2，003名、今年度の第109回は1，973名となり、全

国の合格率も63.4%の狭き門となりました。

この結果を受け磯崎篤則歯学部長は「全国の大学が教育改革

に着手している。本学もさらなる改革が求められている。1年生から

知識を定着させていくことが大事Jと語りました。歯学部では4月と5

月に第109回歯科医師国家試験結果を振り返る教員研修会を開

催します。

海外の歯学部学生を受け入れ

|活発な意見・情報交換

本学と交流協定を結んでいるカリフォルニア大学ロサンゼルス校、

テキサス大学サンアントニオ校、アラパマ大学パーミングハム校、タ

フツ大学の教員と学生たちが本学歯学部での海外研修のため棺

次いで来学しました。

海外の歯学部学生たちは、藤原周囲際交流委員長から、日本

における歯学教育の現状や日本文化に関する講義を受け、日本の

歯科医療の現場を見学、アメリカにおける医療システムや機器の

違いなどについて活発な意見・情報交換を行いました。修了式で

は、大友克之学長、磯崎篤則歯学部長から「修了証書Jを一人ひ
とり受領。その後のパーティーでは、本学から海外研修経験のある

学生や関係教職員との交流を深めていました。

藤原先生の講義を受講

日本の高校生や小学生と交流

また、カリフォルニア大学の学生たちは、穂積キャンパス1号館大

会議室で岐阜県立関高等学校、各務原高等学校の生徒らと相E

に学校紹介などを行

い交流を深めました。

アラパマ大学の学

生たちは、瑞穂市立

生津小学校を訪問、

英語の授業に参加し

小学生たちとふれあ

いました。 小学生と英語の授業で交流

03 
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名誉教授称号授与

本年3月退職を迎えられた井田和徳氏(歯学部教授)、大塚錆

子氏(法学部教授)、原政敏氏(法学部教授)、三田清氏(法学部

教授)並びに海野昭史氏(法学部教授)に2016年4月1日付けで

「朝日大学名誉教

授」の称号が授与

されました。

このたびの授与

は、本学に多年勤

務し教育・研究上

の功績が高く評価

されたものです。

朝日大学名営教授

原政敏氏

朝日大学名誉教授

井田 和徳氏

朝日大学名誉教授

三田 清氏

朝日大学名誉教授

大塚 錆子氏

朝日大学名蛍教授

海野昭史氏

「医療と健康」をテーマに

公開講座

美濃加茂市生涯学習センターで「医療と健康Jをテーマにかかげた

「第7図朝日大学公開講座」が地元の中核病院である木沢記念病院

の協力を得て開催され、地域住民ら約150名がメモを取り熱心に受講

しました。

同公開講座は、歯科医学・歯科衛生学の分野で高度な教育研究

及び人材育成を行う朝日大学と

高度・先進技術で中濃地区の

医療を牽引する木沢記念病院

が有する専門性とノウハウを融

合させ、市民の健康増進と生涯

教育の振興をはかることを目的

として毎年開催されています。 木沢記念病院の伊藤先生が人口関節置換腕解説

.r下肢関節の病気と人工関節置換術J
木沢記念病院整形外科統括部長・関節再建センター長 伊藤芳毅先生

・「肢の痛み、骨粗しょう症の話J
朝日大学歯学部教授今泉佳宣先生

・「一生自分の歯で食べられる社会の実現J
朝日大学歯学部長・大学院歯学研究科長 磯崎篤則先生

.r食べる楽しみいつまでもj
朝日大学歯科衛生士専門学校教員 中嶋さっき先生

「グッドデザイン賞」を受賞
田村康夫副学長(歯学部小児歯科学分野教授)が研究開発に

携わった「晴乳びん、ニプル/ピーンスターク赤ちゃんの思いJが、日本
デザイン振興会主催の12015年度グッドデザ、イン賞jを受賞しました。

今回の受賞は田村副学長が、これまでの晴乳びんのニプロ(人

口乳首)にある問題点を解消するために

赤ちゃんにとっても母乳に近い形態を理

想と考え、赤ちゃんの吸畷(お乳を吸うこ

と)運動に着目し、本ニプルが母乳と同じ

ように崎乳でき、あごや岨嶋筋の発達に

役立つという機能的評価を行ったことが

大いに評価されたものです。

「グッドデサ*イン賞Jとは、1957年に創

設された日本で唯一の総合的なデザイ

ン評価・推奨の仕組みです。
田村副学長が

「グッドデザイン賞」を受賞

北方警察署と連携協力

岐阜県警北方署と朝日大学は、警察と大学による官学連携によ

り地域社会の安寧とその担い手となる人材の育成に寄与すること

を目的に、「岐阜県警北方署と朝日大学との連携協力に関する協

定Jを締結しています。
このたび協定に基づく第2回の連携協議会が開催され、合同防

災訓練の実施及び人材育成協力などについて活発な協議が行わ

EL旧 れました。大規模災害時な

連携協議会が開催される

どの警察活動や学生のキャ

リア形成の分野において大

学と所轄の警察署とが連携

協定が締結されるのは全国

でも珍しいとのことです。

岐阜県弁護士会と連携

本学と学術交流協定を結

んでいる岐阜県弁護士会と

の第8固定例懇談会が開催

され、成果報告と本年度共

同事業計画について協議

が行われました。 岐阜県弁護士会との定例懇談会

懇談会では、2015年度成果報告として、ジュニア・ロースクール、

法教育作文コンクールの実施状況が報告され、本年度においても

号|き続きこれらの事業を継続していくとともに、新たな事業や教育研

究面での一層の連携協力をはかっていくことが確認されました。

また、今回の懇談会では、新たに教育課程の改善に資することを

目的とし「法学部及び大学院法学研究科カリキュラム・シラパスJに
関する意見交換も実施されました。

県弁護士会との学術交流協定は、岐阜県の法教育推進にかか

る事業、判例研究の共同研究事業などを積極的に展開していくこ

とで2009年6月に締結されています。



「フロンティアセミナー」開講

本学穂積キャンパスl号館講義室で、瑞穂市とその周辺地域に

ある大垣共立銀行5支庖が主催する「第30回フロンティアセミナーJ
が本学協賛のもと開催され、瑞穂市、岐阜市、本巣市などの市民ら

約80名が教職課程センター藤田明宏講師の講演を受講しました。

本セミナーは、大垣共立銀行が進める地域活性化事業の一環と

して実施されている催事で、本学では同セミナーに対し「大学の知

的財産jを地域社会の皆様に還元できればと、第l回目の開催から

協賛しています。

今回のセミナーでは、多くの高校球

児たちを憧れの晴れ舞台甲子園へと導

いた藤田先生から「野球から学んだこ

とJと題し、自らが歩んで、きた野球人生、

指導者監督の立場からの心や体を鍛

えることの重要性、日々の社会情勢にも

目を向け「気づきの生活Jを送ることの
大切さについて熱弁されました。

藤田先生が
「野球から学んだ乙と」を熱弁

地域社会と連携

マーケティング研究所

I rヒットメーカーに学ぶリ高品開発塾
マーケティング研究所は、岐阜県商業教

育研究会と共同開催で、「第9回商品開発
「アディダスのマーケティ

塾」を開催。東海4県の商業教育を担う高校 ン引を語る木村氏

教諭、本学と連携協定を締結しているセイノーグループの関係者、

教職員や学生ら約100名が出席し熱心に受講しました。

アデイダスジャパン(株)商品開発部シニアプロダクトマネージャー

の木村千佳氏を講師にお招きし、「アデイダスのマーケティングとモ

ノづくりjと題した講演では、「常に競技発展のために、アスリートの

競技力向上のために」をコンセプトに、「最良の物だけをアスリートに

提供せよJの精神で企業の財産としてブランド価値を高めるために、

全社員が日々取り組んでいると語られました。

マーケティング指導者養成講座

星加氏が「商品開発中の岐阜県特産品
ギフト」にアドI~イス

また、同研究所では、岐阜県

商業教育研究会と共同開催で、

「第11回マーケテイング指導者

養成講座」を開催。高校教諭、

教職員や学生ら約50名が養成

講座を受講しました。

(株)RURIKO PLANNING代表

の星加ルリコ氏を講師にお招きした講座では、「インターネットマーケ

テイング、デザインマーケティング」をテーマに、ブランドデザインの考

え方や商品開発の進め方などについて、星加氏がプランデイングし

た神戸ビーフや学生たちが商品開発中の岐阜県特産品ギフトを

題材にマーケテイングの手法を学びました。

ASAHI University News Letter 

STUDY 

高大連携看護セミナー

|保健医療学部と村上記念病院がコラボ

保健医療学部看護学科では、高校生を対象とする「看護・医療セミナー」

を開催し、58名の生徒が熱心にセミナーを受講しました。

本セミナーは、看護職や医療職を目指す生徒に、命に携わる職業に就くた

めに必要となる心構えについて考えてもらおうと保健医療学部看護学科と村

上記念病院とがコラボレーションし開議されたものです。

村上記念病院では、武知葉子看護部長か

ら看護職をとりまく環境や病院の現状説明を

受け、院内ツアーで普段見ることのできない病

棟の様子や設備等を見学の後、グループに分

かれ看護婦や医師との懇談が行われました。

穂積キャンパスでは、母性看護学講義「い

のちをまもる・みつめる・つなぐ」を受講し、教

[ '. 
， 
b 、

、

育施設などのキャンパス見学を行いました。 高校生が医療現場の最前線を見学

I FD研修会が開催される
また、保健医療学部が主催する

IFD研修会」が、穂積キャンパスや

岐阜市内のホテルで開催されました。

研修会には他学部の教員らも参加

し、今後の学生教育に役立てようと 出席者たちは熱心に講演に耳を傾けていた

活発な質疑応答や意見交換がなされ、実りある研修会となりました。

.r教育や指導が困難な学生の理解と対応」
講師岐阜大学教育学部教授別府哲先生

・「順天堂大学医療看護学部における看護師国家試験への取り組みJ
講師・順天堂大学医療看護学部教授上野恭子先生

・「在宅看護実習でのプロセスレコードを活用したグループカンフ7レンスの効果j
講師・保健医療学部講師御田村相撲先生

.r訪問看護場面でのロールプレイ演習の教育効果ー学生の関心と学びーj
講師保健医療学部講師内藤恭子先生

.r看護教育における初学者のための概念図を学習するワークブック教材の開発と評価j
講師，保健医療学部助教田島真智子先生

体験学習を実施
本学穂積キャンパスに山県高等学校

の生徒が来学しました。

同校の訪問は、高等学校における「体
法学部の小林祐紀講師が「はじめて

験学習Jの授業の一環として「卒業後の の法解釈」を講義
進路選択」の参考となるよう大学、短大、専門学校等を訪問しているものです。

生徒たちは、「はじめての法解釈」、「暮らしのなかの物流」、などのミニ講義

を受講、また、大学で学ぶことの意義や学生生活の過ごし方などをDVDで視

聴すると共に、看護実習室、模擬法廷や図書館などのキャンパス見学を行い

ました。

ミニ講義では真剣にメモをとり、キャンパス見学での充実した学生アメニ

ティーの数々 に目を輝かせていた生徒たちは、11日大学生Jを朝日大学で体
験していました。
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新入生学外研修を実施

|寝食を共に研修

歯学部では、岐阜都ホテルにおいて11自2日の宿泊研修を行いま

した。新入生たちは歯科医師をめざす学生の心構えや今後の学

修方法などを学び、グループρ研修やレクリエーションを通じて新しい

友達、教員との交流を深めました。

|大学生としての自覚を認識

また、法学部・経営学部では、「朝日大学の歴史や大学で学ぶ

意義」を学ぶ授業科目「建学の精神と社会生活」のフィールドワー

クとして徳山ダムから長良川河口堰までグループに分かれ見学を

行い、岐阜の地域性や治水の現状を学ぶと共に、新しい友達や教

員との交流を深めました。

グループごとに配置された教員たちは、見学や散策を通じ親睦

を深めながら大学生としての自覚をもつことの大切さや自己のキャリ

ア形成のあり方などについて説明し、新入生たちの大学生活に対

する不安感を取り除いていました。

徳山ダムで岐阜の地境性を学ぶ

法職課程トレーニングルームを開設
穂積キャンパス5号館(l階)に、法職課程トレーニングルームが

開設されました。

法職課程トレーニングルームは、法曹界を目指しロースクールへ

の進学を志す者、法律関係の難関資格試験を修得し実社会への

旅立ちを目指す者のなかで信ー念を持って自習に取り組むことができ

る者を「法職課程特修生」として認定し、自主学修の環境を提供す

るものです。

片山和則講師ほか法学部の教員がコーディネーターとなり6カ月

ごとに自習状況及び成果を確認することとなります。

法職課程トレーニングルームを開設

クリエイティブワーク・エリア誕生!
私立大学等教育活性化設備整備補助金を受け、穂積キャンパ

ス10周年記念館1階にグループ学習でプレゼンテーションが実践で

きる「図書館クリエイテイブワーク・エリアjが誕生しました。

昨年に整備された2階の

ラーニングコモンズと合せ

て、学生が「講義J.r実
習J.r議論J.r発表Jのア
クテイプラーニング・サイクル

を実践する設備が整いまし

た。このエリアでは、80イン

チのディスプレイ(BIGPAD)、

可動式の28組の机と椅子、

ホワイトボード3台が利用で

きます。

ゼミでの課題発表の準

備や練習、国家試験の勉

強会など幅広い利用が期

待されます。 プレゼ、ンテーションができるエリア誕生

著書紹介

『レッセ・フェールとフ。ラグマテイズム法学』

「国際化時代にアメリカを知ることの大切さJ
法学部准教授の問答修先生の著書『レッセ・フェールとプラ

グマテイズム法学J(成文堂、2013年)を紹介します。

岡喜子先生は法哲学の専門家ですが、本書はアメリカがい

かに個人の自由を大切にしているかを教えてくれる意味で、法

学部のみならず他学部のみなさんにもお勧めのl冊です。

岡寄先生は、建国以来1930年代までのアメリカの思想を、

法を通して本書の中で分かりゃすく描いています。自由を標携

するレツセ・フェーJレとU、う思想、が栄えた19世紀後半のアメリカ

では、自由重視の姿勢がとりわけ強かったため、経済規制の

是非を巡る争いが激化しました。自由を優先すれば貧困者が

増大し、経済規制を強化すればアメリカ的な自由の精神が危

機に瀕します。双方のせめぎ合いの後、アメリカは1930年代に、

大きな政府を頼るケインズ経済学の手法へと転換しました。こ

れを、アメリカ建国以来の「革命」という評者もいます。アメリカ

研究室にて著書を手』こする

岡寄先生

がいかに個人の自由を重視して

いるか、それは建国からニュー

デイール時代までのアメリカを見

る方がよく分かります。なぜなら、

それは映画を途中からではなく、

最初から見ることになるからです。

国際未来社会を切り開くため

に、本書は一つの確かな道しる

べとなるでしょう。



将来のリーダーを育成
本学恒例の行事である「リーダーズキャンプ」が羽島市のかんぽの

宿でI泊2日の日程で開催され、学生教職員約70名が参加しました。

リーダーズキャンプは、各種団体(学友会、体育会、大学祭実行委

員会、学友会中央協議会)の学生代表が集い毎年宿泊形式で行わ

れており、リーダーシップの育成、クラブ・同好会活動の活性化、参加

者相互の親睦を深めること目的としています。

両日共に分刻みのタイムスケジュールの中で、他己紹介、グループ

討議、フリーディスカッション等のセッションを次々 とこなした学生たちは、

短期間の聞に将来のリーダーとしての素養を身につけた様子でした。

他己紹介でみんなの関，ふをつかむ

心肺蘇生法を学ぶ

また、今回のリーダーズキャンプでは、岐阜市消防本部の協力を

心肺蘇生法を学ぶ

得て「救命救急講習会Jが
レ 開催されました。参加者た

ちは応急手当の基礎知識、

AEDを利用した心肺蘇生

法など熱'L、に学びました。

参加学生たちのキャン

パス内での活躍が期待さ

れます。

沖縄でテニス強化練習会
体育会硬式庭球部の指導者と学生が沖縄県北谷総合運動公園

内のテニスコートで第4固となる「テニス強化練習会」を実施しました。

この練習会は、沖縄県高等学校体育連盟テニス専門部からの

依頼を受けて、高校生の競技力向上を目指すことで毎年実施され

ています。

強化練習に参加した県内14校150名のテニス部員たちは、基本

練習、トレーニング、マッチ練習なと会熱心に取り組みました。

沖縄でテニス強化練習会を開催

ASAHI University News Letter 

SPORTS 

体育会総会開催
穂積キャンパス6号館大講義室で、学生や指導者ら650名が集

い体育会総会が開催されました。

大友克之学長(前会長)により2002年に10種目でスタート、2012

年度に会計研究部が加わり13の競技種目(別に強化指定選手あ

り)へと成長した体育会は設立から14年が経過し、数多くの全日本

チャンピオンや公認会計士を輩出するなど園内外でめざましい活

躍を遂げてし、ます。

|全国に朝日大学の名を

総会で山本英弘会長は、「体育会のモットーで、ある文武両道を

旨とし、これまでの輝かしい伝統を引き継ぐと共により発展させ全国

に朝日大学体育会の名を広めて行こう」と熱く語りました。

体育会総会で挨拶する山本英弘会長

相撲4人目の角界入り!
体育会相撲部から、4人目の角界入りが決まりました。

今春に法学部を卒業した前田拓海さん(鹿児島県徳之

島出身)が、大相撲の浅香山部屋に入門。元大関魁皇の浅

香山親方が昨夏名古屋場所の際、本学相撲部を訪れ稽古

を見学したことが縁となって角界入りが実現しました。

前田さんは、2013・2014年度インカレの団体Bクラス連覇

の大将として貢献した選手、身長175crn体重135kgの体格を

生かし、相撲部では9年ぶり4人目の角界入りをはたしました。

今後の活躍が期待されます。

しこ名「魁禅拓海Jの応援をよろしくお願いします。

卒業式で学長表彰を受ける前田さん

07 
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栄えある「宮田賞」受賞
2015年度卒業式(穂積キャンパス10周年記念館大ホール)で、

「宮田賞jの授与が行われました。

本学の創立者である宮田慶三郎の素志により制定された「宮田

賞」は、在学中の学業成績が特に優れた者や課外活動に貢献し

本学の名誉を昂揚させた学生を対象に表彰するものであり、受賞

者(7名)には「表彰状jと「記念プレート」が大友克之学長から贈

呈されました。受賞者たちの今後の活躍が大いに期待されます。

|羽ばたけ建学の精神を胸に

また、「宮田賞」授与に先立ち行われた学長告辞では、大友学

長から朝日大学を旅立つ卒業生たちへのはなむけの言葉として

「建学の精神Jが贈られました。式典終了時には参列者全員が拍
手で卒業生たちを見送り、厳粛であった会場内がたちまちにあたた

かい雰囲気に包まれました。

宮田賞受賞者

法学部 法学科 小木曽友香中野紗希

経営学科 磯野すみれ

経営学部 情報管理学科 小野寺祐介

ビジネス企画学科 保坂陽次郎 松本貴治

歯学部 歯学科 森松叶絵

宮田賞を授与される受賞者

式典後の胴上げ風景

卒業記念パティで恩師や学友と歓談

ASAHI University News Letter 

r与hョ却〉
-d̂，抗う
謹んで震災のお見舞いを

申し上げます。

|学長からのメッセージ

4月中旬に発生した熊本地震で被災されたすべての皆様

に、本学を代表し，心よりお見舞い申し上げます。亡くなられた

方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された多く

の方々の安全とご健康、そして一日も早い復旧・復興を衷心よ

りお祈り申し上げます。

事態の終息までには現時点でかなりの時間を要するものと

推測されますが、2016年度も熊本や大分より多くの学生が夢

を抱いて本学へ入学されました。朝日大学は「みんなの日本

がんばろう日本人」を合言葉に、被災された方々への支援に

大学をあげて取り組む所存ですのでどうぞ、ご安，心くださし、。

2016年5月

朝日大学学長大友克之

「歩きスマホ」の是非を問う
穂積キャンパス6号館学生ホールで式典当日、卒業生を対象に

「歩きスマホが罰則化されるなら賛成か、反対かjを問う模擬投票

が瑞穂市選挙管理委員会の協力を得て、本物さながらの投票所

を設営し行われました。

今回の模擬投票は、選挙に対する学生の意識を高め投票率向

上めざし活動する法学部の学生プロジ、エクト「こぞ、って投票にいこ

まいJの一環として行われ、賛成75票、反対54票、無効3票となり賛
成票が57%を占める結果となりました。

模擬投票で「歩きスマホ」の是非を問う


